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研究成果の概要（和文）：プラトン哲学をその頂点とする古代ギリシアの哲学的生命論と、現代

の医学的人間学の提唱者である V. v. ヴァイツゼカーのそれとの共通点は、自然学的な思考シ

ステムに対して根本的な反省を迫り、自然と人間を包括する普遍的な人間学を根底に据えると

ころにある。この人間学の発想を導きとして、現代の生命科学や医療の現場に生起しつつある

さまざまな問題を解明するための不動の論拠として、新たな生命の哲学の構築を試みた。 

 
研究成果の概要（英文）：We can see one of common features between the philosophical 

theories of life of ancient Greek thinkers, the peak of which was Platonic philosophy, and 

that of Viktor von Weizsäcker at the following point: they pressed for fundamental 

reflection to the physical thinking system and set universal humanics including nature and 

human beings on the bottom. Making the way of thinking of this humanics guidance, I 

tried construction of a new philosophy of life as immovable basis for solving various 

problems which are occurring in present-day spots of life science and medicine. 
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１． 研究開始当初の背景 

(1) 生命科学や医療の現場からの要求によっ
て成立した生命倫理が限界に直面し、「内な
る自然」としての人間の生命のあり方がより
原理的・綜合的な仕方で問い直されるべき必
要に迫られていた。 

(2) 現代の最も注目すべき医学的人間学の提
唱者 V. v. ヴァイツゼカーによって精緻に展
開された生命の思惟とその古代哲学との親
近性やその意義について、まったく知られて

いなかった。 

 

２．研究の目的 

(1) 現代の生命科学や医療の現場に突きつけ
られている多様な倫理的・政治的問題を「生
命そのもの」の根源的なあり方が問われる場
に立ち返って考え直す。 

(2) そのために、西洋古代における哲学的生
命論を文献学的に再検討し、さらに V. v. ヴ
ァイツゼカーによる生命の思惟を媒介とす
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ることによって、いわゆる生命倫理を超えた
全一的な生命の哲学の構築を目指す。 

 

３．研究の方法 

(1) プラトンを中心とする古代ギリシアの哲
学的生命論を包括的に再検討するとともに、
ワーグナー、ニーチェの基本思想を生命論の
視点から読み解く。 

(2) V. v. ヴァイツゼカーの生命の思惟をより
深く理解するため、研究会を主宰し、国際学
会に参加すると共に、主著を翻訳出版する。 

(3) 生命倫理に関連するアクチュアルな議論
を批判的に分析する。 

(4) 以上の個別的な諸目的達成のため、専門
的な文献資料を収集し、主要なテクストを緻
密に分析し、諸家の解釈を批判的に検討し、
研究会等に積極的に参加し、その成果を発表
する。 

 
４．研究成果 

(1) 「生命の自然治癒力」をテーマに学会
発表を試み、初期ギリシアと V. v. ヴァイツ
ゼカーの哲学的生命論を包括的に展望する
視点を確立した。「ピュシス」と「エス」の
概念がその鍵であったが、ヴァイツゼカーに
おける「自我」の形成と「エス」の形成が自
然／自己治癒を可能にする重要な契機なの
である。 

(2) プルタルコスのデルポイ関連著作を中
心とする宗教思想を古典ギリシアの哲学的
生命論との関連において綜合的に理解する
ことを試み、その成果の一端を『西洋古典叢
書 プルタルコス モラリア ５』に成就さ
せた。プルタルコスの神学は、プラトン的な
〈善〉原因を人間的生にいかに実現させるか
という生命論的視点をもって読み直される
べきである。 

(3) ワーグナーの総合芸術の理念とニーチ
ェの生の哲学の共通基盤が古代ギリシアの
哲学的生命論にあることを究明し、その成果
の一端を論文「ニーチェとギリシア」におい
て明らかにした。「死に臨むソクラテス」を
範とすることによって、プラトンもニーチェ
も、かりそめの世にありながらより善く、よ
り美しく、より純粋に生きることを共通の目
的としていた。 

(4) 古代ギリシアの哲学的生命論を包括的
に再検討するために、ペリパトス派とヒポク
ラテス学派の医学思想を中心に文献調査を
進めつつある。その成果の一端はアリストテ
レス『問題集』の翻訳註解のかたちで公表す
る予定である。 

 (5) V. v. ヴァイツゼカーの生命の思惟をよ
り深く理解するために、『自然と精神』『出会
いと決断』の翻訳註解作業を進めると共に、
「医学的人間学」に関連する諸論文を厳密に
調査しつつある。その成果は、今秋の医学哲

学倫理学会において発表し、雑誌論文、翻訳
図書のかたちで公表する予定である。 

(6) プラトン後期の哲学的生命論を彼の政
治哲学の文脈のなかで捉え直し、V. v. ヴァイ
ツゼカーの医学的人間学との共通点を探り
つつある。それは、「自然学」の思考システ
ムに根本的な反省を迫り、普遍的な人間学を
その根底に置く点にある。その成果の一端を
今秋のギリシア哲学セミナーで発表し、雑誌
論文のかたちで公表する予定である。 
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